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はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　　　　　
この度は、ＨＫＳ直付けタイマーハーネスキットをお買い上げいた
だき誠にありがとうございます。
　本製品を安全に使用していただき、かつ機能を充分に発揮させるために、
取付前に本書とターボタイマーの取扱説明書・取付説明書（type-1のみ）を
必ずお読みください。また、ボディアース・サイドブレーキＳＷ・車速信号

（type-1のみ）・回転速度信号（type-1のみ）の配線方法および配線後の確
認方法については、ターボタイマーの取付説明書（t y p e - 1 ）・取扱説明書
（type-０）を参照して下さい。

ターボタイマー直付けハーネスキットターボタイマー直付けハーネスキットターボタイマー直付けハーネスキットターボタイマー直付けハーネスキットターボタイマー直付けハーネスキット

取扱説明書
取付けは、必ず専門業者に依頼してください。

取付前及びご使用になる前に必ずお読みください。
本書はお読みになった後も、本製品の側に置いてご活用ください。
ご使用中にわからないことや、不具合が生じた際に便利です。

Pursuing the Ultimate in Engine Performance and Efficiency.
HKS Company Limited.

E05132-K00030-00
２００９年９月９日発行
Ｖｅｒ．１－１．００

安全上の注意　　安全上の注意　　安全上の注意　　安全上の注意　　安全上の注意　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　     　　　　　     　　　　　
　本書では、下記のような記号を使用し、お客様への危険レベルを示しています。
本製品を正しくご使用いただくために下記の注意事項を必ず厳守してください。

－１－

　直付けタイマーハーネスーを使用することで、ターボタイマー本体のハーネス

を加工する事なく、確実に接続ができます。国産車（ＤＣ１２Ｖマイナスアース
車両）全てに使用できます。

ターボタイマー直付けハーネスキット
ターボタイマー用直付けハーネスキット
国産車（ＤＣ１２Ｖマイナスアース車両）
４１０３－ＲＡ００１
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　本製品は、下記の部品で構成されています。取付前に異品・欠品のないこ
とを確認してください。

パーツリストパーツリストパーツリストパーツリストパーツリスト          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　　　　     　　　　　

●本書は基本の形を説明したものです。実際は車種によって取付方法が異なります｡
●純正部品の取付け・取外しの作業はメーカー発行の整備書をよく読んでから行　
　ってください。
　・整備書がお手元にない場合は、メーカーにてご購入ください。
●取付け作業のために一時的に取外す純正部品は、破損・紛失しないように大切　
　に保管してください。
●ボルト・ナット類は適切な工具で確実に締付けてください。
　・必要以上に締付けを行なうと、ボルトのネジ部が破損します。
●接続時に、車両の配線を断線しないように取付けてください。

作業者又は使用者が、死亡又は重傷及び中傷を負う可能性が
ある場合

警告

●本製品は、ＤＣ１２Ｖマイナスアース車両用です。２４Ｖ車両には使用しないでください。
　　火災の原因となります。
●バッテリのマイナス端子のターミナルを取外してから取付け作業を行ってください。
　また、コネクタを外すときは、断線しないようにコネクタを持って外してください。
　　ショート等による火災及び電装部品の破損・焼損の原因となります。
●使用しない線は、ビニールテープ等で確実に絶縁してください。
　　ショート等による火災及び電装部品の破損・焼損の原因となります。
●使用中、本製品に異音・異臭等の異変があった場合には、本製品の使用を
  直ちに　中止し、お買い上げの販売店にお問い合わせください。
　　そのまま使用すると、感電や火災の原因となります。

警告

作業者又は使用者が傷害を負う危険が想定される場合（人損）
拡大物損の発生が想定される場合（拡大物損とは、当該製造物
が原因で誘発された物的損害〔例えば車両の破損及び焼損〕）

注意

●配線は断線・ショート・誤配線のないように行ってください。
　　感電及び車両の破損・焼損の恐れがあります。
●イグニッション電源線とアース線は、絶対に逆に接続しないでください。
　　感電及び車両・本製品の破損・焼損の恐れがあります。
●本製品及び車両の本来の性能が損なわれている場合には、速やかに点検・整備を
　専門業者に依頼してください。
●故障等の修理はお客様ご自身で対処せず、必ず専門業者に依頼してください。

注意

●取付に使用しなかったパーツは、大切に保管

　してください。
●取付に必要な工具、部品
　テスタ、ニッパ、プライヤ又はペンチ、
　ラジオペンチ、ドライバ、スパナ、
　ビニールテープ、等

　１．２　青色のエレクトロタップ
　　　青色のエレクトロタップは直付けハーネスの青線を接続する時に
　　　使用してください。

 １
１

 ２
３

 ３
１

直付けハーネス ｴﾚｸﾄﾛﾀｯﾌﾟ　青ｴﾚｸﾄﾛﾀｯﾌﾟ　黄

 ４
１

取扱説明書

取付・配線方法　　　　　　　　取付・配線方法　　　　　　　　取付・配線方法　　　　　　　　取付・配線方法　　　　　　　　取付・配線方法　　　　　　　　     　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●エレクトロタップは必ず付属品を使用してください。＋Ｂ・ＩＧ１・
　ＩＧ２への接続は黄色のエレクトロタップ、ＡＣＣへの接続は青
　色のエレクトロタップを必ず使用してください。
　　接続不良による車両の破損・焼損の恐れがあります。
●＋Ｂ・ＩＧ１・ＩＧ２・A C C とアースを絶対に接触させないでくださ
　い。本製品が破損する恐れがあります。

注意

（１）図１のように車両の配線をする線をはめ込んでください。
（２）直付けハーネスの線をストッパに当たるまで差し込んでください。
（３）図２のように指で導通板を途中まで押し込み、両方の線に導通板が当　
　　 たっていることを確認してください。

（４）図３のようにプライヤ等を使用して導通板を奥まで押し込んでください。
（５）図４のようにカバーをロックがかかるまで被せてください。
（６）直付けハーネスの線を軽く引っ張り抜けないことを確認してください。

１．１．１．１．１．エレクトロタップの使用方法
　１．１　黄色のエレクトロタップ
　　　黄色のエレクトロタップは直付けハーネスの赤線・緑線を接続する
　　　時に使用してください。

カバー

図４　（５）

カバーはロックが
かかるまで

図３　（４）

導通板

図２（３）図１　（１）（２）

導通板を奥
まで押込む

車両の線
直付けハー
ネスの線

ロック

（１）図５のようにＡのストッパーが付いていない溝に車両の線を置き、Ｂを

　　 Ａ側に折り曲げ、プライヤ等でラッチが噛むまで締め込んでください。
（２）図６のように直付けハーネスの線をストッパに当たるまで差し込んでく
　　 ださい。
（３）図７のようにＣをＡ側に折り曲げ、プライヤ等を使用してラッチが噛む
　　 まで締め込んでください。
（４）直付けハーネスの線を軽く引っ張り抜けないことを確認してください。

図７　（３）図６　（２）

Ａ

図５　（１）

ストッパ 車両の線

ラッチ
Ｂ

Ｃ ラッチ

直付けハーネスの線



－４－
［禁無断複写・転載］ｃ（株）エッチ・ケー・エス

（３）ＩＧ線への接続
    　直付けﾊｰﾈｽからは緑線が２本でていますが特に区別はありません。

　　ＩＧが２本ある場合
　　　図１０のように、ＩＧ１線・ＩＧ２線に直付けハーネスの緑線２本を
　　　黄色エレクトロタップを使用してそれぞれ接続してください。
　　ＩＧが１本の場合
　　　図１０のように、ＩＧ線に直付けハーネスのどちらか一方の緑線を
　　　黄色エレクトロタップを使用して接続してください。余った方の緑線

　　　は使用しませんので絶縁テープで確実に絶縁してください。
（４）ＡＣＣ線への接続
　　  図１０のようにＡＣＣ線に直付けハーネスの青線を青色エレクトロタッ
　　プを使用して接続してください。
　　・ＡＣＣがない場合は、青線は使用しませんので、絶縁テープで青線を確
　　　実に絶縁してください。

（５）ターボタイマー本体との接続
　　　図１１のように、直付けハーネスコネクタとターボタイマー本体側の
　　コネクタを接続します。

　　　ボディアース、サイドブレーキSW、回転速度信号（ｔｙｐｅー１・
　　　ｔｙｐｅー０は予備）及び車速信号（ｔｙｐｅ－１のみ）の配線方法は
　　　ターボタイマーの取扱説明書・取付説明書（ｔｙｐｅ－１のみ）を参照
　　　してください。
（６）取外した純正部品を元通りに取付けてください。
（７）バッテリのマイナス端子のターミナルを元通りに取付けてください。

－３－

改訂の記録　　　　　　　　　改訂の記録　　　　　　　　　改訂の記録　　　　　　　　　改訂の記録　　　　　　　　　改訂の記録　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　     　　　　　　　Ｖｅｒ．　　　  発行年月　　　　　　記載変更された内容
　１－１．００　　２００９／９　　初版

異常・故障時の対応　　　　　　異常・故障時の対応　　　　　　異常・故障時の対応　　　　　　異常・故障時の対応　　　　　　異常・故障時の対応　　　　　　     　　　　　               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　　　　

●使用中、本製品に異音・異臭等の異変があった場合には、本製品の使
　用を直ちに中止し、お買い上げの販売店に問い合わせて
 ください。
　　そのまま使用すると、感電や火災の原因となります。

警告

　本製品に関する問い合わせ、及び紛失部品等の購入等の場合は、お買い上
げの販売店にお気軽にお問い合わせください。

アフターサービスについて　　アフターサービスについて　　アフターサービスについて　　アフターサービスについて　　アフターサービスについて　　     　　　　　　　　　　

２．エンジン始動後の確認２．エンジン始動後の確認２．エンジン始動後の確認２．エンジン始動後の確認２．エンジン始動後の確認

　本製品の取付後、必ず下記の確認を行なってください。
取付後の確認　　　　　　　　　取付後の確認　　　　　　　　　取付後の確認　　　　　　　　　取付後の確認　　　　　　　　　取付後の確認　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　　　　

確認項目

各箇所への配線は間違っていないか。

ハーネスを強くはさんでないか。

ハーネス及び取付けた部品が車両の部品と干渉していないか。

バッテリのマイナス端子が元通りに取付けてあるか。

確認

１．エンジン始動前の確認１．エンジン始動前の確認１．エンジン始動前の確認１．エンジン始動前の確認１．エンジン始動前の確認

４．４．４．４．４．取付方法取付方法取付方法取付方法取付方法
（１）バッテリのマイナス端子のターミナルを取外してください。
（２）＋Ｂ線への接続
　　図１０のように＋Ｂ線に直付けハーネスの赤線を黄色エレクトロタップ

　を使用して接続してください。
　　・＋Ｂが複数ある場合は、そのうちの１本に赤線を接続してください。

　テスタを使用して、以下の要領で＋Ｂ、ＡＣＣ、ＩＧ１、ＩＧ２の各線を捜
し確認してください。
アドバイス

・＋Ｂ、ＡＣＣ、ＩＧ１、ＩＧ２の各
　線を捜す場合は、テスタのマイナス
　側は、ボディの金属部分（確実にボ

　ディアースしている所）に接続してく
　ださい。
・＋Ｂ、ＡＣＣ、ＩＧ１、ＩＧ２の
　各線を捜す場合は、テスタは、直
　流電圧測定のレンジにしてくださ
　い。
・コネクタの線の位置を図に描いておくと便利です。

３．３．３．３．３．キーシリンダーコネクタの配線確認

　図８のようにステアリングコラ
ムカバーを外してください。
アドバイス
・取り外したビス等は、再使用
　するため、紛失しないように
　注意してください。

・車種によってはキーシリンダ　
　ーにコネクタが直接接続され　
　ている場合があります。

２．２．２．２．２．キーシリンダーコネクタの位置

ステアリング
コラムカバー

キーシリンダー

キ ー シ リ ン
ダーコネクタ

図８

ステアリング

図１０

約１２Ｖを示す
ところを捜す。

車種によりコネク
タの形状、配線の
数は異なります。

ボディーアース
しているところ
に接続する。

図９

（ａ）エンジンキーを“ＯＮ”の位置にしてください。
（ｂ）確認した＋Ｂ、ＡＣＣを除いて、＋Ｂの時と同じ要領で

　  ＩＧを確認してください。
（ｃ）ＩＧが２本ある車両もあるので残りの全ての線を調べてくだ
　　さい｡

●ＩＧ１、ＩＧ２（イグニッション電源線）の確認

（ａ）エンジンキーを“ＡＣＣ”の位置にしてください。
（ｂ）確認した＋Ｂを除いて、＋Ｂの時と同じ要領でＡＣＣを確
　　認してください。

●ＡＣＣ（アクセサリ電源線）の確認

　・キーにＡＣＣの位置がない場合は、確認する必要はありません。

●＋Ｂ（常時電源線）の確認
（ａ）エンジンキーを“ＬＯＣＫ”または“ＯＦＦ”の位置にして
　　ください。

（ｂ）テスタのプラス側を、図９のようにキーシリンダーコネクタ
　　の線の付け根の金属部分に当ててください。
　　　・テスタの針が振れた線が＋Ｂです。
（ｃ）＋Ｂが複数ある車両もあるので全て確認してください。

部品による干渉音がないか。

ハーネスが引張られていないか。

エンジン停止後、各部が緩んでいないか。

確認項目 確認

エレクトロタップを使用して接続してください。
 （エレクトロタップの使用方法を参照）
黄色エレクトロタップは＋Ｂ、ＩＧ１、ＩＧ２
青色エレクトロタップはＡＣＣ


